
 

厚生労働省研究班「アトピー性皮膚炎の既存治療法の EBM による評価と有用な治療法の普及」

（主任研究者：古江増隆）（2002～2004 年度）の研究成果を基に、その後の厚生労働省研究班

「アトピー性皮膚炎のかゆみの解明と治療の標準化に関する研究」（研究代表者：古江増隆）

（2008～2010 年度）による文献検索と検討結果を追加して作成されております。 

 

 

研究代表者 ◎古江 増隆 九州大学大学院医学研究院皮膚科学教授 

 

評価表・評価法（総論） 

○幸野 健 日本医科大学皮膚科准教授 

 

ステロイド外用療法 

●大矢 幸弘 国立成育医療研究センター内科系専門診療部アレルギー科医長 

○二村 昌樹 国立成育医療研究センター内科系専門診療部アレルギー科医員 

 

タクロリムス外用療法 

●佐伯 秀久 東京慈恵会医科大学皮膚科講師 

 

抗ヒスタミン薬・抗アレルギー薬 

●相馬 良直 聖マリアンナ医科大学皮膚科教授   

○川上 民裕 聖マリアンナ医科大学皮膚科准教授  

 

スキンケア 

●秀 道広 広島大学大学院医歯薬学総合研究科皮膚科学教授 

○信藤 肇 広島大学大学院医歯薬学総合研究科皮膚科学助教 

 

食物アレルゲン除去食療法 

●濱崎 雄平 佐賀大学医学部小児科教授 

○山本 修一 佐賀大学医学部小児科講師 

○市丸 智浩 佐賀県立病院好生館小児科部長 



環境アレルゲン 

○秋山一男 国立病院機構相模原病院長  

○中澤卓也 国立病院機構相模原病院臨床研究センター診断・治療薬開発研究室長  

 

紫外線療法 

●高森建二 順天堂大学医学部附属浦安病院長 

○種田研一 順天堂大学医学部附属静岡病院皮膚科助教 

○冨永光俊 順天堂大学大学院医学研究科環境医学研究所ポストドクトラルフェロー 

 

シクロスポリン内服療法 

○藤本 学 金沢大学大学院医学系研究科皮膚科学准教授 

 

漢方療法 

◎古江増隆 九州大学大学院医学研究院皮膚科学教授 

●竹内 聡 九州大学病院皮膚科助教 

○吉村映里 広島赤十字・原爆病院皮膚科医師 

○江﨑仁一 九州大学大学院医学研究院皮膚科学大学院生 

 

心身医学療法 

○羽白 誠 はしろクリニック院長 

 

民間療法 

●中村晃一郎 埼玉医科大学皮膚科教授 

 

合併症（ウイルス感染症、細菌感染症、白内障、真菌感染症） 

◎古江増隆 九州大学大学院医学研究院皮膚科学教授 

●竹内 聡 九州大学病院皮膚科助教 

○吉村映里 広島赤十字・原爆病院皮膚科医師 

○江﨑仁一 九州大学大学院医学研究院皮膚科学大学院生  
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